
指
導
員
が
必
要
で
す

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
全
て
の
市
立
小
学
校
で
学
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
多
く
の
保
護
者
か
ら

の
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間

の
開
設
時
間
を
早
め
て
ほ
し
い
と

の
要
望
を
受
け
、
既
に
一
部
の
学

童
ク
ラ
ブ
で
試
行
的
に
実
施
し
て

い
た
長
期
休
業
期
間
中
の
開
設
時

間
を
午
前
８
時
と
す
る
取
り
組
み

を
拡
大
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
全
て
の
学
童

ク
ラ
ブ
で
長
期
休
業
期
間
に
お
い

て
、
希
望
す
る
人
に
つ
い
て
は
午

前
８
時
か
ら
利
用
い
た
だ
け
ま
す

（
土
曜
日
を
除
く
）。

今
夏
か
ら
全
学
童
ク
ラ
ブ
で

午
前
８
時
開
設

指
導
員
（
短
時
間
補
助
員
）

の
登
録
を
受
け
付
け

　
長
期
休
業
期
間
の
開
設
時
間
拡

充
に
伴
い
、
指
導
員
（
短
時
間
補

助
員
）
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

勤
務
地　
市
立
小
学
校
内
学
童
ク

ラ
ブ

勤
務
期
間　
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間

中
の
月
～
金
曜
日
、午
前
８
時
～
10

時
30
分
、
午
後
４
時
30
分
～
７
時

賃
金　
時
給
１
０
６
０
円

申
し
込
み　
６
月
16
日
㈮
ま
で
に
、

こ
ど
も
未
来
室
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
添
え
て
、
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
８
１
）
へ

○学童クラブ利用者（寺池台）
　１年の春休み、仕事の都
合により、早い時間に子
どもを送り出していました
が、途中で何か問題が起き
ていないか、心配でした。夏休みについて
も、熱中症になる危険性があり、早くに送
り出すことは出来ないな、そうなれば仕事
に間に合わないのではないか、と不安だら
けでした。そんな時に、朝８時からの開設
が決まり、昨年の夏休みから利用させてい
ただいております。不安なく仕事に行くこ
とができ、とても助かっています。本当に
ありがとうございます。

富田林駅・川西駅
自転車駐車場が
リニューアル

　
富
田
林
駅
と
川
西
駅
の
自
転
車

駐
車
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
定
期
利
用
券
の
更
新
を
機

械
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
他
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
ゾ
ー
ン
制
へ
の
変

更
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡か

く

幅ふ
く

な
ど

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
新
さ
れ
た
富
田
林
駅
と
川
西

駅
自
転
車
駐
車
場
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
富

田
林
駅
自
転
車
駐
車
場
〔
☎

（24）

９
４
７
９
〕・
川
西
駅
自
転
車
駐
車

場
〔
☎

（24）
６
４
７
６
〕
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駅
周
辺
は
自
転
車
な
ど

の
放
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
転
車
な
ど
を
停
め
る
場
合
は
自

転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
道
路
交
通
課
（
内
線
４
１
７
）川西駅自転車駐車場川西駅自転車駐車場 富田林駅自転車駐車場富田林駅自転車駐車場

○学童クラブ指導員（高辺台）
　学校での生活が終わると
子どもたちは家に帰りそれ
ぞれ好きな時間を過ごすこ
とが多いと思います。
　しかし、下校してもさまざまな理由でお
家に保護者がいない子どもたちも多くいま
す。そんな子どもたちが放課後生活する場
所が学童であり、家に帰宅する子どもたち
と同じように放課後の自由な時間を守るこ
とが指導員の仕事です。
　学童保育の始まりが当時の保護者という
こともあり、指導員の年齢層は高めでした
が、今では若年層の指導員も増えてきてお
り、今までできなかった子どもの支援や遊
びも増え職務の幅が充実してきています。
子どもたちと共に過ごす日常はとても刺激
的で毎日新しい発見に気づかされます。
　皆さんも一緒に子どもたちの放課後を見
守りませんか。
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試
験
職
種
・
受
験
資
格
・
採
用
人

数　
左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日　
６
月
26
日
㈪
～

７
月
６
日
㈭　

※
テ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
方
式
で
の
試
験
と
な
り
ま
す
。

申
込
書
の
交
付　
６
月
１
日
㈭
～

16
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）
に
人

事
課
、
金
剛
連
絡
所
で
交
付

※
上
図
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
し
込
み　
６
月
９
日
㈮
ま
で
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

の
う
え
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、６
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮（
土・

日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分
）に
人
事
課
へ
提
出（
郵

送
可
。
６
月
９
日
㈮
の
消
印
有
効
）

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。ま
た
、日

本
国
籍
を
有
し
な
い
人
も
受
験
で

き
ま
す
が
、
従
事
で
き
る
職
務
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
人
事
課
（
内
線
３
２
２
、５
５
１
）

市
職
員
採
用

資
格
試
験

令
和
５
年
10
月
採
用

試験職種 受験資格 採用
人数

事
務
職
上
級

障がい者枠
（※１）

昭 和 58 年
４月２日以
降に生まれ
た人

学校教育法による大学（短期大学
を除く）を卒業した人またはこれと
同等の資格がある人（※３）

３人
程度

一般枠
（※２）

社会福祉士
（※２）

学校教育法による大学（短期大学
を除く）を卒業した人またはこれと
同等の資格がある人（※３）で、社
会福祉士資格を取得済みである人

技
術
職
上
級

土木Ａ
（※２）

１級・２級土木施工管理技士資格
を有する人、または学校教育法によ
る大学（短期大学を除く）において、
土木を専攻する学部・学科を卒業
した人、またはこれと同等の資格が
ある人 （※３）（土木Ｂは上記に加
えて国・地方自治体・民間企業な
どで勤務経験・実績のある人）

２人
程度土木Ｂ

（※２）

昭和 48 年４
月２日～ 昭
和 58 年４月
１日までに生
まれた人

※１　申込時点で、身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福
祉手帳のいずれかの交付を受けている人
※２　普通自動車運転免許を取得済みの人または令和５年９月 30 日㈯ま
でに取得見込みである人
※３　大学院に入学できる人など、本市職員採用選考委員会が同等の資
格があると認める人

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
声
を
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
政
に
関
し
て
、
建
設
的
な
意

見
や
提
案
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
市

長
に
直
接
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　
７
月
14
日
㈮
、
午
後
２
時

～
、
３
時
～
（
１
組
当
た
り
30
分
）

と
こ
ろ　
市
役
所

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
を
含
む
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー

プ定
員　
２
組
（
各
組
、
最
大
５
人

ま
で
）

申
し
込
み　
６
月
23
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分
）
ま
で
に
、
市
役
所
１

階
都
市
魅
力
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同

課
（
内
線
１
８
４
）
へ
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
市
長
の
部
屋
の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

大
阪
南
広
域
消
防
運
営
計
画
（
素
案
）

　
本
市
で
は
、
近
隣
の
７
市
町
村

と
と
も
に
、
消
防
力
強
化
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、

令
和
４
年
５
月
に
「
大
阪
南
消
防

広
域
化
協
議
会
」
を
設
立
し
、
３

消
防
本
部
の
広
域
化
後
に
お
け
る

円
滑
な
消
防
の
運
営
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
、「
大
阪
南
広
域
消
防
運

営
計
画
」
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。

◇意見などの募集期間　６月12日㈪～７月11日㈫
◇閲覧方法　６月12日㈪～、市役所１階都市魅力課、消防本部
３階消防総務課、金剛連絡所、中央・金剛図書館、中央・金剛・
東公民館、人権文化センター、T

ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造館）、すば
るホール、レインボーホール（市民会館）、総合福祉
会館、けあぱる、かがりの郷、保健センター、市民総
合体育館、総合スポーツ公園、きらめきファクトリー
または市ウェブサイト（パブリックコメントのページ）でご覧い
ただけます。
◇意見などの提出方法　６月12日㈪～７月11日㈫（消印有効）に
住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、封書、ファクス、
メールで〒584-0036甲田一丁目７の１　市消防本部消防総務課

〔FAX（23）9913・ syoubou-somu@city.tondabayashi.lg.jp〕へ
※市ウェブサイトの応募フォームからも提出できます。
※直接持参も可。電話での受け付けはできません。なお、提出さ
れたご意見は、反映できるように検討させていただきますが、個
別に回答できませんのでご了承ください。
問市消防本部消防総務課（内線9341）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

市
長
と
語
ろ
う
！

わ
が
ま
ち
富
田
林

11
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南海バス株式会社が新路線を新設、６月１日㈭より運行を開始
　河内長野駅～府立こんごう福祉センター間において、南海バス
の新路線「こんごう福祉センター線」が新設され、６月１日㈭より
路線バスの運行を開始されました。運行ダイヤや運行ルー
ト、運賃、運行内容など詳しくは、南海バス株式会社河
内長野営業所〔☎（53）9043〕までお問い合わせください。
問道路交通課（内線417）

防
災
情
報
音
声
案
内	

サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
防
災
無
線
か

ら
放
送
し
て
い
る
防
災
情
報
の
内

容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
も
の
で

す
。
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
電
話
は
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
通
話
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
緊
急
情
報

の
放
送
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

電
話
番
号〔
☎
０
８
０
０（
８
０
５
）

５
６
５
３
〕（
固
定
電
話
・
携
帯
電

話
共
通
）

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

防
災
無
線
に
よ
る
訓
練

放
送
を
実
施

　
国
が
主
催
す
る
情
報
伝
達
訓
練

が
全
国
の
市
町
村
に
お
い
て
一
斉

に
実
施
さ
れ
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
「
Ｊジ

ェ
イ-

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
を
用

い
た
訓
練
放
送
が
市
内
に
設
置
し

て
い
る
防
災
無
線
か
ら
流
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
、身
を

守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
、

そ
の
場
で
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　
６
月
７
日
㈬
、午
前
11
時
ご
ろ

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
訓
練
放
送
を
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｊジ

ェ
イ

ー
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
と
は
？

　
地
震
や
津
波
な
ど
で
対
処
に
時

間
的
な
余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
通
信
衛
星
を
用
い
て

国
（
消
防
庁
）
か
ら
直
接
市
町
村

な
ど
に
情
報
を
送
信
し
、
市
町
村

の
同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
自
動

起
動
す
る
な
ど
し
て
住
民
に
緊
急

情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
す
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

地
域
防
災
訓
練
補
助
金

の
活
用
を

　
災
害
時
に
は
ほ
と
ん
ど
の
市
立

小
学
校
が
指
定
避
難
所
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
で
は
地
域
防
災
力
の

強
化
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

区
単
位
で
実
施
す
る
防
災
訓
練
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、
地

災
害
へ
の
備
え
の
ご
確
認
を

域
ぐ
る
み
で
災
害
時
の
対
応
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

補
助
対
象
事
業　
小
学
校
区
単
位

で
実
施
す
る
避
難
訓
練
、消
火
訓
練
、

救
急
救
助
訓
練
な
ど
の
防
災
訓
練

補
助
対
象
団
体　
１
小
学
校
区
内

の
複
数
の
町
会
（
自
治
会
）
に
よ

る
連
合
体
、
ま
た
は
町
会
（
自
治

会
）
を
含
む
複
数
の
団
体
で
構
成

す
る
連
合
体

補
助
金
額　
10
万
円
を
限
度
に
１

団
体
に
つ
き
年
１
回

申
し
込
み　
危
機
管
理
室
（
内
線

９
５
０
３
）
へ

※
交
付
に
は
、
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
を
支
援
し
ま
す

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
調
査
し
た
町

会（
自
治
会
）な
ど
の
地
域
内
の
危

険
箇
所
や
近
隣
の
待
避
場
所
な
ど

の
情
報
を
地
図
に
記
入
し
て
も
ら

い
、そ
れ
を
も
と
に
地
域
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
す
。作
成
し
た
マ
ッ

プ
は
世
帯
数
分
印
刷
し
、デ
ー
タ
と

と
も
に
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
90
団
体
に

作
成
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体　
町
会（
自
治
会
）、

ま
た
は
町
会（
自
治
会
）な
ど
を
含
む

複
数
の
団
体
で
構
成
す
る
連
合
体

※
規
模
の
小
さ
い
町
会（
自
治
会
）に

つ
い
て
は
、隣
接
町
会（
自
治
会
）と

合
同
で
の
作
成
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
て
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
こ
と
の
あ

る
団
体
は
対
象
外
で
す
。

申
し
込
み　
６
月
５
日
㈪
～
７
月

14
日
㈮
に
、
危
機
管
理
室
（
内
線

９
５
０
３
）
へ　
※
８
月
に
作
成

支
援
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
地

域
防
災
マ
ッ
プ
の
完
成
は
令
和
６

年
３
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間

　

近
年
、異
常
な
集
中
豪
雨
に
よ

り
、土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど
の
土

砂
災
害
が
発
生
し
、全
国
各
地
で

大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。土
砂

災
害
が
発
生
し
や
す
い
長
雨
の
季

節
を
迎
え
、土
砂
災
害
に
対
す
る

備
え
や
避
難
場
所
な
ど
を
、こ
の
機

会
に
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
は
、
雨
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

雨
の
量
や
周
り
の
現
象
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
と
み
ど
り
推
進
課（
内
線
４
２
３
）

ス
ト
ッ
プ
水
難
事
故

　
海
や
川
な
ど
の
水
辺
に
近
づ
く

機
会
が
増
え
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
。
自
然
に
ふ
れ
る
の
は
楽

し
み
が
あ
る
反
面
、
危
険
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
天
気
の
急
変
に
よ

る
急
激
な
増
水
や
川
の
急
な
深
み

な
ど
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
水

辺
で
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
消
防
本
部〔
☎

(23)
０
１
１
９
〕
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本
市
の
節
電
へ
の		

取
り
組
み

　
日
頃
か
ら
市
役
所
の
省
エ
ネ
対

策
と
し
て
、
消
灯
の
励
行
や
冷
暖

房
温
度
の
適
正
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
職
員
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
今

年
も
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
エ
コ
ス

タ
イ
ル
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
夏
場
を
中
心
と
す
る
期
間

（
６
月
１
日
㈭
～
10
月
31
日
㈫
）に

お
い
て
、
節
電
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
市
が
、
引
き
続
き

実
施
す
る
主
な
節
電
対
策
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
冷
房
の
運
転
は
月
～
金
曜
日
＝

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

■
職
員
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使
用
自
粛

■
昼
休
み
時
、
事
務
室
の
消
灯
徹

底
（
来
客
時
は
除
く
）

■
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
事

務
室
や
廊
下
な
ど
の
照
明
を
消
灯
、

退
庁
時
の
消
灯
徹
底

■
毎
週
水
・
金
曜
日
の
ノ
ー
残
業

デ
ー
の
実
施

■
長
時
間
不
在
時
の
パ
ソ
コ
ン
や

プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
電
源
を
切
る

　
市
役
所
の
他
、公
共
施
設
に
お
い

て
も
節
電
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

と
し
て
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
な
ど
経
済
運
転
の
徹
底
や
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
の
低
公
害
車

や
電
動
自
転
車
を
導
入
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー
の

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」「
毎
月
20
日
は

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
取
り
組

に
つ
い
て

　
　

考
え
よ
う

み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、買
い
物
の
際
に
は
、エ
コ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
た
り
、か
ば
ん
に

入
る
と
き
は
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
り

と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
、

ゴ
ミ
の
量
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に	

ご
注
意
を

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大
気

中
の
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
が

太
陽
光
線
中
の
紫
外
線
の
も
と
で

反
応
（
光
化
学
反
応
）
し
た
と
き
、

二
次
的
に
新
た
な
汚
染
物
質
（
光

化
学
反
応
生
成
物
質
）
が
生
成
さ

れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」「
喉
が

痛
い
」
な
ど
の
刺
激
を
感
じ
た
人

は
洗
顔
や
う
が
い
を
し
、
富
田
林

保
健
所
〔
☎

(23)
２
６
８
１
〕
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天
で

日
差
し
が
強
く
て
気
温
が
高
く
、

風
の
弱
い
日
で
金
剛
山
が
い
つ
も

よ
り
見
え
に
く
く
、
も
や
の
か

か
っ
た
よ
う
な
日
に
発
生
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
河
内
地
域
で
は
、
こ
の
数
年
、

晴
天
で
日
差
し
が
強
く
て
気
温
が

高
い
日
が
多
い
た
め
、
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
予
報
・
注
意
報
と
も
発

令
回
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
府
の
大
気
情
報
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
〔https://taiki.kan 

kyo.pref.osaka.jp/

〕
で
も
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を
確
認
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
府
の
防
災
情
報
メ
ー
ル

で
発
令
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い（

touroku@
osaka-bousai.net

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録

で
き
ま
す
）。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

３
キ
リ
運
動
に
ご
協
力
を

　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、「
３
キ

リ
運
動
」に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

①
生
ご
み
の
水
切
り
（
生
ご
み
を

出
す
前
に
水
切
り
）

②
食
材
の
使
い
切
り
（
買
っ
た
食

材
を
使
い
切
る
）

③
料
理
の
食
べ
切
り
（
食
べ
残
し

を
し
な
い
）

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～

１
４
６
）

環
境

太陽光パネル・蓄電池を共同購入しませんか
　府では、太陽光パネルと蓄電池をお得に
購入する共同購入の参加者を募集していま
す。
問みんなのおうちに太陽光事務局〔☎0120(758) 
300〕、土・日曜日を除く、午前10時～午後６時

６月６日～12日は危険物安全週間
　ガソリン、灯油などの燃料をはじめ、塗料などは、
火災や爆発の危険性が高く、取り扱いを誤ると、多
くの生命や財産を一瞬にして奪ってしまいます。
　危険物への理解を深めるとともに、取り扱いには
十分注意してください。
問市消防本部予防課〔☎ (23)1124〕
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男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
無
く
そ
う

思
い
込
み
、
守
ろ
う
個
性 

み
ん
な

で
つ
く
る
、
み
ん
な
の
未
来
」
で

男
女
共
同
参
画
週
間

～
23
日
㈮
に
女
性
の
た
め
の
特
設
電
話
相
談
を
実
施
～

す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
て
「
女
性
の
た
め
の
特
設
電
話

相
談
」
を
実
施
し
た
り
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
資
料
を
人
権
・

市
民
協
働
課
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
（
す
ば
る
ホ
ー
ル

内
）
で
無
料
配
布
し
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
・
金
剛
図
書
館
で

も
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
本
な

ど
を
集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
男
女
共
同
参

画
に
関
わ
る
研
修
会
な
ど
に
個
人

で
参
加
す
る
場
合
、
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
男
女
共
同
参
画
に
関
わ

ご利用ください！
男女共同参画活動
助成金

る
講
座
な
ど
の
企
画
や
学
習
、
出

版
な
ど
の
自
主
活
動
を
す
る
場
合

に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
中
に
実
施
す
る
研

修
会
や
事
業
な
ど
が
対
象
で
、
申

請
に
は
研
修
会
へ
の
受
講
予
定
表

や
事
業
計
画
書
な
ど
を
事
前
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

置
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
特
設
電
話
相
談

　
配
偶
者
や
恋
人
、
家
族
、
職
場

の
人
間
関
係
、
身
体
や
性
に
関
す

る
こ
と
、
自
分
自
身
の
生
き
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
に

つ
い
て
、
女
性
相
談
員
が
お
聴
き

し
ま
す
。

　
匿
名
で
相
談
で
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号　
〔
☎

(23)
０
５
６
７
〕

と
き　
６
月
23
日
㈮
、
午
前
10
時

～
午
後
８
時

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

６
月
23
日
～
29
日

市表彰候補者「善行賞」の推薦を
　毎年11月３日「文化の日」に市表
彰式を行っています。
　地域において永年（おおむね10年
以上かつ、日常的に行われていること）
にわたり善行美徳の行為があり、他の
市民の模範になると思われる個人また
は団体がある場合は、地域の町総代ま
たは、人権・市民協働課までご推薦く
ださい（他薦のみ）。
推薦方法　所定の様式に、必要事項を
記入し、６月30日㈮までに人権・市
民協働課へ持参（郵送不可）
※様式は、人権・市民協働課で配布（市
ウェブサイト（人権・市民協働課のペー
ジ）からダウンロードもできます）。
問人権・市民協働課（内線470、473）

防犯灯補助金制度をご利用ください
　安全で安心して暮らせるまちづくりの実現のた
め、町会（自治会）などが設置・維持管理する防犯
灯に対して、新設および維持管理費用の一部を補助
しています。
補助対象団体　町会（自治会）などの防犯灯管理団体
※防犯灯を新設する場合は、必ず事前に申請してく
ださい。工事着工後の申請は補助対象となりません
ので、ご注意ください。
※器具の新設および取り替えに対する補助率や補助
金額の上限などは下表をご覧ください。

問危機管理室（内線9503）

防犯灯補助金額
器具の新設および取り替えに対する
補助率 対象経費の 1/2

器具の新設に対する補助金額の上限（１灯当たり）
LED タイプ ２万 2000 円
LED タイプ以外 １万 5000 円
ポール ２万 5000 円
器具の取り替えに対する補助金額の上限（１灯当たり）
LED タイプ １万 6000 円
LED タイプ以外で 20w 以下 6000 円
LED タイプ以外で 20w を超える １万 1000 円
維持管理費の補助（１灯当たり、年額）
10w 以下の消費電力分 1700 円
10w を超え 20w 以下の消費電力分 2100 円
20w を超える消費電力分 2400 円
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さあ今こそ「がん検診！」～本市で受けられる５つのがん検診～

　令和５年度のがん検診を受けられる対象や検査方法、内容など詳しくは、４月号広報に折り込み
の「令和５年度保健事業案内」をご覧いただくか、お問い合わせください。

令和６年３月 31 日㈰まで
保健センターまたは実施医療機関　※保健センターの検診（がんミニドック（胃・肺・大腸がん検診）・

乳・子宮頸がん検診）を予約する場合は、右上図からも申し込みできます。

胃がん 肺がん大腸がん 子宮頸
けい
がん乳がん

胃部 X 線検査 胸部 X 線検査免疫便潜血反応
検査（検便）

頸
けい

部
ぶ

細胞診マンモグラフィ
（乳房 X 線検査）

　早期発見により治療を行うことで、死亡率を低下させることが科学的に証明されている検診を
無料で実施しています。ぜひご利用ください。

40 歳～ 40 歳～40 歳～ 20 歳～40 歳～

胃内視鏡検査（50歳～）

都市緑化を活用した猛暑対策事業実施のお知らせ
　令和５年３月に、府の都市緑化を活用した猛暑対策事業補助金
を活用し、富田林駅北口広場における暑熱環境改善対策として、
市でプランターを設置し、近鉄バス株式会社および近鉄タクシー
株式会社により上

う わ

屋
や

とベンチを設置しています。
　植栽などの緑化対策や上屋の整備により日差しを抑制し、利用
者や歩行者にとって涼しさを感じられるクールスポットを創出し
ています。
問道路交通課（内線413、418）

６商品を認定
　
３
月
24
日
、
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド

認
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た

に
次
の
６
商
品
が
富
田
林
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・「
河
内
お
っ
さ
ん
ら
ー
め
ん
」（
よ

ね
だ
弁
当
（
ら
ー
め
ん 

ら
・
ば
ー

る
））

・
メ
ー
プ
ル
関
西
の
焼
き
ド
ー
ナ

ツ
（
メ
ー
プ
ル
関
西
）

・
河
内
イ
チ
ジ
ク
の
加
工
品
（
河

内
国
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

・
海
老
芋
と
イ
チ
ジ
ク
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ（
河
内
国
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

・
ト
マ
ト
農
家
の
ポ
モ
ド
ー
ロ（
株

式
会
社
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
）

・
ト
マ
ト
農
家
の
カ
レ
ー
（
株
式

会
社
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｏ
Ｋ
Ａ
）

●
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
の

一
部
を
集
め
た
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
、

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー〔
☎

(24)

５
５
０
０
〕

無料
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市営錦織住宅の応募割れ住宅の入居者を募集
募集住宅・戸数など　下表のとおり

住宅名
／住所

募集
戸数 構造 間取り／建築年

（募集対象者）

一般募集
（公営住宅）

錦織住宅
／錦織南
二丁目

１戸
（５階）

RC 造（エ
レベータ 
ー有）

３DK ／Ｈ 10 築
浴室・浴槽あり

（ ２ 人 以 上 の 世
帯）

申し込み　６月６日㈫～12日㈪、住宅政策課で受け
付け（申し込み多数の場合抽選、電話申し込み不可）
※上記期間内に申し込みがなかった場合、６月20日
㈫～、午前９時～、住宅政策課窓口で、先着順で募集
を実施。受付時に複数の人が集まった場合は、抽選で
申込順位を決定します。
※申込資格など詳しくは、市ウェブサイト（住宅政策
課のページ）をご覧いただくかお問い合わせください。
問住宅政策課（内線436、437）

富田林霊園の使用者募集
　同霊園の追加空き区画の使用者を募集します。
募集区画　下表のとおり

現地見学　６月１日㈭～17日㈯、午前９時30分～
午後４時（当日直接、同霊園へ）
申し込み　６月18日㈰、午前９時～９時30分に、
市役所地下903会議室へ（申し込み多数の場合抽選）
※なお、抽選終了後の空き区画については19日㈪、
午前９時～、環境衛生課で順次受け付けます。
問環境衛生課（内線147、149）

タイプ 広さ
（㎡）

募集
区間

永代使用料
（角地以外）

維持費
（10年分）

A ２ 29 区画 86 万円 ４万円
B ３ 19 区画 129 万円 ６万円
C ４ 13 区画 172 万円 ８万円
D ６ １区画 258 万円 12 万円

　
非
核
平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、

若
い
人
た
ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や

核
兵
器
の
非
人
道
性
を
伝
え
、
非

「親子平和の旅」	 	
の参加者募集
～広島平和記念式典に
親子で参加しませんか～

核
平
和
の
願
い
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
市
民
の
代
表
と
し

て
広
島
平
和
記
念
式
典
に
親
子
で

参
列
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
き　
８
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰

と
こ
ろ
・
内
容　
広
島
平
和
記
念

式
典
へ
の
参
列
、
広
島
平
和
記
念

資
料
館
の
見
学
な
ど

※
参
加
後
、
感
想
文
（
原
稿
用
紙

２
枚
程
度
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
宿
泊
費
と
広
島
市
ま
で
の
交
通

費
（
往
復
）
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
親
子
平
和

の
旅
に
初
め
て
参
加
す
る
小
学
５

年
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者　定
員　
１
組
２
人　

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
応
募
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
住

所
、
参
加
者
２
人
の
氏
名
・
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
、
参
加
に
あ

た
っ
て
の
簡
単
な
抱
負
を
記
入
し
、

〒
５
８
４・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１　
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内

線
４
７
４
）〔

jinken@
city.

tondabayashi.lg.jp

〕「
親
子
平

和
の
旅
」
係
へ
（
１
家
族
に
つ
き

１
件
ま
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
）

沖
縄
「
慰
霊
の
日
」
死
没

者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の

黙
と
う
を

　
６
月
23
日
は
、
沖
縄
戦
で
旧

日
本
軍
の
組
織
的
な
戦
闘
が
終

わ
っ
た
日
で
す
。
沖
縄
県
で
は
、

沖
縄
戦
な
ど
の
犠
牲
者
へ
の
哀

悼
の
意
を
表
し
、
世
界
恒
久
平

和
を
願
う
日
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
、
職
場
な
ど
で
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き　
６
月
23
日
㈮
、
正
午

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

農家が本気で作った農業塾で新規就農を	
めざしてみませんか～第３期生を募集～

　令和３年に立
ち上げた同農業塾
は、農家グループ

「富田林市の農業
を創造する会」が運営する塾です。
　専業農家としての農業生活をめざしたい人、「半
農半Ｘ」のように農ある暮らしをめざす人、あるい
は「農」に親しむ一歩目を踏み出したいと考えてい
る人、ぜひ参加してみませんか。
定員　20人
申し込み　６月29日㈭までに、同農業塾ホームペー
ジ〔https://ookini.co.jp/kirameki/〕
のエントリーフォームから必要事項を記
入して応募
問同農業塾事務局〔☎050（3033）2314〕
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創業支援セミナー
　市内で創業を考えている人を対象に、創業支援セミ
ナーを実施します。詳しくは、お問い合わせいただくか、
市ウェブサイト（商工観光課のページ）をご覧ください。
とき　６月27日㈫、７月４日㈫、18日㈫、25日㈫、
いずれも午後２時～４時（全４回）
ところ　富田林商工会（粟ケ池町2969の５）　
定員　20人
申し込み　６月６日㈫～、富田林商工会〔☎(25)1101〕
または商工観光課（内線481）へ（申し込み先着順）

６月は「就職差別撤廃月間」	 	 	
～しない　させない　就職差別～
　就職の面接で、家族の出身地や職業、思想、信条
などについて質問することは、本人に責任のない事
項や本来自由であるべき事項で応募者を判断するこ
とになるため、就職差別につながる恐れがあります。
　就職の機会均等を保障することの大切さについ
て、皆さんのご理解をお願いします。
●就職差別110番
　電話またはメールで、採用面接時などの差別につ
いての相談を受け付けるとともに、関係機関の紹介
などをします。
とき　６月１日㈭～30日㈮（土・日曜日を除く）、午前９
時30分～午後５時30分に、府雇用推進室〔☎06(6210) 
9518・ rodokankyo-g03@gbox.pref.osaka.lg.jp〕へ
※メールでの相談は、６月中随時受け付けています。

コンビニ交付のご利用を
　マイナンバーカードを利用した証明書の「コンビ
ニ交付サービス」を実施しています。同サービスで
は、住民票や印鑑登録証明書、市・府民税証明書（令
和５年度分は６月１日㈭～）の発行ができます。
　夜間、土・日曜日、祝日も利用でき、窓口より
100円安く取得できますのでぜひご利用ください。
とき　午前６時30分～午後11時（年末年始および
メンテナンス日を除く）
ところ　マルチコピー機が設置されているセブン - イ
レブン、ローソン、ファミリーマートなどのコンビニ
手数料　200円（令和９年３月31日㈬まで）
利用方法　マイナンバーカードと暗証番号（利用者証明
用４桁）を利用し、コンビニにあるマルチコピー機を操作
※一部発行できない証明書がありますので詳しくは
お問い合わせください。
問市民窓口課（内線131、132）、課税課（内線111）

令和６年度使用教科書展示会
　令和６年度に使用する小・中学校の教科書につい
て、教育関係者だけではなく、広く市民の皆さんに
向けて、理解を深めていただく場として同展示会を
実施します。
とき　①６月17日㈯～７月９日㈰、②６月17日㈯
～25日㈰（いずれも休館日は除く）
ところ　①中央図書館、②金剛図書館
問教育指導室（内線361）

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　４月７日、第24回ジャパ
ンクラシックベンチプレス選
手権大会ノーギア男子93㎏
一般で、昨年度に続き第１位
の成績を収め二連覇を達成し
た、本市出身の仲村 征弥さ
んが表敬訪問されました。

　５月８日、令和５
年度憲法記念日知事
表 彰 を 受 章 さ れ た 
河野 富男さんが受章
報告に来庁されまし
た。

　５月８日、令和５年度
憲法記念日知事表彰を受
章された富田林市遺族会
の中谷 忠三さんと槇野
旬子さんが受章報告に来
庁されました。

　５月９日、瑞宝単光
章を受章された森井　
義弘さんが受章報告に
来庁されました。
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